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２あおもり

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
の
本
会
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協

力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
十
カ
月
余
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
被
災
地
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
も
復
興
を
進
め
、

被
災
者
の
一
日
も
早
い
生
活
の
再
建
と
地
域

の
再
生
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
わ
が
国
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
の
衰
退
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
町
村
は
、
地
域
特
性

や
資
源
を
活
か
し
た
施
策
を
展
開
し
、
豊
か

な
住
民
生
活
と
個
性
溢
れ
る
多
様
な
地
域
づ

く
り
に
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
会
は
町
村
が
直
面
し
て

い
る
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
要
請

活
動
等
を
通
し
、
町
村
の
声
を
訴
え
て
参
り

ま
し
た
。

　

昨
年
六
月
に
は
、
本
会
と
県
、
県
市
長
会

の
合
同
に
よ
り
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

地
方
創
生
の
推
進
や
地
方
財
政
基
盤
の
充

実
・
強
化
な
ど
の
重
点
施
策
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
自
由
民
主
党
並
び
に
関
係
省
庁
に

対
し
重
点
施
策
の
要
請
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
町
村
長
会
議
で
は
本
会
か
ら

の
提
言
事
項
を
県
に
説
明
し
た
ほ
か
、
青
森

県
立
高
等
学
校
将
来
構
想
検
討
会
議
に
お
け

る
意
見
陳
述
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
関
す
る
緊
急

要
請
な
ど
に
つ
い
て
も
、
適
時
適
切
な
要
請

活
動
等
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
本
年
三
月
二
十
六
日
に
は
北
海
道

新
幹
線
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
が
開
業
し

ま
す
。
全
線
開
通
し
て
い
る
東
北
新
幹
線
、

航
空
機
、
船
舶
等
の
交
通
網
を
組
み
合
わ
せ

た
立
体
観
光
の
推
進
や
、
町
村
が
持
つ
文
化
、

歴
史
、
特
産
品
等
多
彩
な
魅
力
の
活
用
に
よ

る
交
流
人
口
、
観
光
客
の
増
大
等
を
図
る
た

め
、
本
会
で
は
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
対

し
、
県
市
町
村
振
興
協
会
の
支
援
を
得
て
、

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
へ
の
助
成
を
継
続
し

て
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
町
村
が
自
主

性
・
自
立
性
を
発
揮
し
て
様
々
な
施
策
を
着

実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

地
方
の
自
主
財
源
を
拡
充
し
、
町
村
の
財
政

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
政
府
予
算
案
に
お
け
る

地
方
財
政
対
策
で
は
、
一
般
財
源
総
額
が
前

年
度
を
上
回
る
六
十
一
兆
七
千
億
円
が
確
保

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
税
収
が
増
収
と
な

る
中
で
地
方
交
付
税
の
減
少
が
一
千
億
円
と

ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
十
六
兆
七
千
億
円
が
確

保
さ
れ
ま
し
た
が
、
財
政
力
の
弱
い
町
村
に

と
っ
て
、
地
方
交
付
税
は
生
命
線
と
も
い
う

べ
き
極
め
て
重
要
な
財
源
で
あ
り
ま
す
。
国

に
対
し
て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
費
」
の
拡
充
や
、「
歳
出
特
別
枠
」

の
堅
持
、
地
方
交
付
税
等
の
総
額
を
確
実
に

確
保
す
る
こ
と
な
ど
、
引
き
続
き
、
財
政
力

の
弱
い
自
治
体
に
適
切
に
措
置
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
「
地
方
創
生
」
を
内
政
の
最
重
要

課
題
に
掲
げ
、
熱
意
あ
る
地
方
の
創
意
工
夫

を
全
力
で
応
援
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
の

克
服
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
政
府
一
丸
と

な
っ
て
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
私
ど
も
町
村
長
は
、
政
府
の
取
り
組

み
と
十
分
連
携
し
、
自
ら
の
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
そ
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
新
た

な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
地

方
創
生
」
を
「
日
本
創
生
」
に
繫
げ
る
よ
う
、

全
力
で
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
山
漁
村
の
再
生
に
は
、
農
林
水

産
業
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、 

農

山
漁
村
に
は
、
食
料
の
供
給
や
国
土
の
保
全

な
ど
の
価
値
に
加
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
蓄
積
と
い
っ
た
新
た
な
可
能
性
を
有

し
て
お
り
、
そ
の
存
在
意
義
は
一
層
増
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
去
る
昨
年
十
月
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
が
大
筋
合
意
に
至
り
ま
し
た
。
今
回

の
合
意
に
よ
り
、
本
県
の
農
林
漁
業
者
や
関

連
産
業
に
携
わ
る
関
係
者
か
ら
大
き
な
懸
念

の
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
国
内
農
林
水
産
物
の
品
質
や
安
全
性

に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

影
響
を
受
け
る
農
林
漁
業
者
が
希
望
を
も
っ

て
経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
重
要
五
品
目

を
は
じ
め
農
林
水
産
業
の
振
興
と
と
も
に
、

農
山
漁
村
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
対
策
に
つ
い
て
国
に
求
め
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
会
は
、
町
村
の
活
力
あ
ふ
れ

る
地
域
社
会
と
輝
か
し
い
未
来
の
実
現
に
向

け
、
町
村
長
相
互
の
連
携
を
一
層
強
固
な
も

の
と
し
、
直
面
す
る
困
難
な
課
題
に
積
極
果

敢
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
を
は
じ
め
全

国
町
村
会
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
山
積
す

る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し

て
活
動
を
展
開
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
御
支
援
と
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
益
々
の
御

健
勝
と
御
活
躍
、
ま
た
地
域
社
会
の
発
展
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで新春のお慶びを申し上げます
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決
議
（
項
目
抜
粋
）

一
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

の
加
速
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、

全
国
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

一
．
地
方
創
生
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
。

一
．
地
方
分
権
改
革
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
。

一
．
道
州
制
は
導
入
し
な
い
こ
と
。

一
．「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
費
」
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
歳
出
特
別
枠
及
び
別
枠

加
算
を
堅
持
し
、
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
。

一
．
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産

税
及
び
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
を
堅

持
す
る
と
と
も
に
、
車
体
課
税

の
見
直
し
は
代
替
財
源
の
確
保

を
前
提
と
す
る
こ
と
。

一
．
田
園
回
帰
の
環
境
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
農
山
漁
村
の

振
興
を
は
か
る
こ
と
。

一
．
都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
。

一
．
領
土
・
外
交
問
題
に
毅
然
と

し
た
姿
勢
で
臨
む
こ
と
。

　

大
会
で
は
、
藤
原
全
国
町
村
会

長
（
長
野
県
川
上
村
長
）
が
あ
い

さ
つ
し
、「
安
倍
内
閣
が
進
め
て

い
る
地
方
創
生
を
日
本
創
生
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
大
筋
合

意
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
、
中
山
間

地
域
の
農
業
に
深
刻
な
打
撃
を
与

え
る
の
で
は
な
い
の
か
と
懸
念
し

て
お
り
、
最
重
要
の
問
題
と
し
て

今
後
も
対
応
し
て
い
く
。
誇
り
あ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
困
難

な
課
題
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
。」と
参
加
者
に
訴
え
た
。

　

こ
の
後
、
内
閣
総
理
大
臣
代
理

の
萩
生
田
内
閣
官
房
副
長
官
、
大

島
衆
議
院
議
長
な
ど
の
来
賓
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
町
村
長
へ
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
町
村
の
振

興
を
考
え
る
会
会
長
の
山
口
衆
議

院
議
員
が
参
加
者
を
激
励
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
九
項

目
の
決
議
案
と
、
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定

に
関
す
る
特
別
決
議
案
が
、
満
場

一
致
で
決
議
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

三
十
三
項
目
の
大
会
要
望
も
一
括

採
択
さ
れ
た
。

　

大
会
の
決
議
事
項
及
び
特
別
決

議
は
次
の
と
お
り
。

　

全
国
町
村
会
は
、十
一
月
十
八
日
、東
京
都
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
全
国
町
村
長
大
会
を
開
催
し
、県
内
町
村
長
を
は
じ
め
、

全
国
の
町
村
長
な
ど
約
一
千
三
百
人
が
参
加
し
た
。

震災からの復興、地方創生の推進などを訴える

ＴＰＰ協定に関する特別決議を採択
全国町村長大会　
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環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に関する特別決議
　平成27年10月５日、環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定交渉の大筋合意がなされた。
　今回の合意は、幅広い分野に影響を及ぼすとともに、農林水産業においては、中山間地域のみならず相対的に条件が整った農業地域
にも深刻な打撃を与える懸念がある。このことは、食料自給率の低下を招くとともに、「美しく活力ある農山漁村」の構築が妨げられ、
地方創生を推進する上で支障となりかねない。
　全国町村会は、昨年９月に農業・農村政策のあり方について提言を行い、その中で「都市・農村共生社会の創造」を主張し、国土保
全や水源の涵養、環境・景観の維持等、農山漁村が有する価値の重要性を訴えてきた。
　政府においては、これまで以上に国内農林水産物の品質や安全性に対する国民の理解を深めるとともに、影響を受ける農林漁業者が
希望をもって経営に取り組めるよう、下記事項の実現を強く求めるものである。　

記

１．国内農林水産業の振興
（１）重要５品目については、以下の対策も含めた、強力な振興施策を速やかに講じること。
　　①　コメについて、新設された国別枠の買い上げに対する万全の財政措置と、飼料用米等に対する直接支払交付金、経営所得安定

対策への十分な財政措置
　　②　麦について、マークアップの削減により生じる経営所得安定対策の財源不足に対する十分な財政措置
　　③　牛肉・豚肉について、経営安定特別対策事業等の拡充、これら事業の法制化と十分な財政措置
　　④　乳製品について、酪農経営安定対策の拡充と十分な財政措置
　　⑤　甘味資源作物について、現行の糖価調整制度の維持が可能となるような十分な財政措置
（２）重要５品目以外の、林産物、水産物、果樹等については、生産基盤や流通体制の整備、国内需要の喚起、燃油・飼料代等の生産
コスト対策等、確実に再生産が可能となる諸施策を講じること。

（３）所得の向上による担い手の育成・確保、生産力の向上、６次産業化等による高付加価値化、国内外の新たな需要の開拓など、農
林水産業の体質強化対策を講じること。

（４）多くの関税が長期にわたり段階的に削減されることから、これらの影響やその根拠となるデータを毎年度詳細に開示すること。
その上で、各品目における影響に対し、機動的かつ継続的に対応できるよう、十分な資金を有する「ＴＰＰ対策基金」を創設する
こと。

（５）今後の貿易交渉にあたっては、今回の大筋合意の内容を前例としないこと。

２．農山漁村の活力の維持
　今回の合意による影響は地域によって多様であり、その農林水産業振興対策は、地域の実情に最も通じた地方自治体が、多面的機能
を十分発揮させつつ「農山漁村の振興」とのバランスをとりながら実施するべきものである。過度に農林水産業の生産性を追求した振
興策は、地域の働く場やコミュニティ形成の場を喪失させ、農山漁村人口の減少を招き、農山漁村の活力維持を阻害するおそれがある。
　政府においては、地方自治体が、農業経営力の強化や６次産業の育成など、農村の価値を高めるような独自の対策を、上記の観点か
ら主体的に実施できるよう、国が使途の大枠を決定した上で、地方自治体に客観的な基準により配分する、既存の補助金を統合した新
たな交付金「農村価値創生交付金（仮称）」を創設するべきである。
　我々も政府とともに、これらの施策を通じ、農山漁村の価値を向上させ、その活力の維持を図るため、全力を挙げて取り組む決意で
ある。

三
者
合
同
に
よ
り
、
東
京
都
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
北
東
北

三
県
町
村
長
中
央
研
修
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
各
県
町
村
長
及

び
事
務
局
長
等
約
八
十
人
。

　

研
修
会
で
は
、
本
会
の
吉
田
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
一
般
財

団
法
人
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長

で
多
摩
大
学
学
長
の
寺
島
実
郎
氏

が
「
世
界
の
構
造
変
化
と
日
本
―

２
０
１
６
年
、
地
方
創
生
（
地
域

活
性
化
）
に
向
け
て
」
と
題
し
講

演
し
た
。

　

本
会
、
岩
手
県
町
村
会
、
秋
田

県
町
村
会
は
、
十
一
月
十
八
日
、

　

本
会
は
十
月
十
九
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
理
事
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
吉
田
会
長
を
は

じ
め
役
員
町
村
長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
全
国
町
村
会
表
彰

規
程
に
よ
る
自
治
功
労
者
の
推
薦

な
ど
三
件
の
事
項
を
協
議
し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
全
国
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ
る

自
治
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て
＝

自
治
功
労
者
と
し
て
一
名
を
推
薦

す
る
。

○
青
森
県
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ

る
被
表
彰
者
に
つ
い
て
＝
自
治
功

労
者
と
し
て
九
十
名
を
被
表
彰
者

と
す
る
。

○
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

並
び
に
平
成
二
十
七
年
度
北
東
北

三
県
町
村
長
中
央
研
修
会
及
び
北

東
北
三
県
町
村
長
中
央
交
流
会
の

開
催
に
つ
い
て
＝
懇
談
会
は
十
一

月
十
七
日
、
研
修
会
及
び
交
流
会

は
十
一
月
十
八
日
全
国
町
村
長
大

会
終
了
後
に
開
催
す
る
。

第
５
回
理
事
会

自
治
功
労
者
の

推
薦
等
を
決
定

本
県
、
岩
手
、
秋
田
で
合
同
研
修

北
東
北
三
県
町
村
長
中
央
研
修
会

寺島氏が地方創生について講演
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考
え
方
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の
電

気
事
業
連
合
会
の
寄
附
で
賄
っ
て

き
た
八
分
の
三
相
当
分
の
事
業
費

を
、
県
が
八
分
の
二
、
市
町
村
が

八
分
の
一
を
負
担
す
る
こ
と
で
事

業
を
継
続
し
、
本
県
の
医
師
不
足

の
解
消
、
地
域
偏
在
、
診
療
科
偏

在
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

９　

雇
用
及
び
移
住
・
定
住
者
促

進
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
＝
女
性

や
若
者
の
創
業
を
積
極
的
に
支
援

す
る
ほ
か
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ

る
創
業
の
促
進
に
取
り
組
む
。
移

住
・
定
住
促
進
の
施
策
は
、
各
市

町
村
の
受
入
体
制
の
整
備
状
況
や

意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

10　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て（
２
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
＝
知
事

を
本
部
長
と
す
る
「
青
森
県
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

節
目
節
目
で
市
町
村
に
情
報
提
供

し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
町

村
会
、
市
長
会
と
も
連
携
し
て
国

に
強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

（
５
）
新
品
種
「
晴
天
の
霹
靂
」

の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
県
産
米
の
評

価
向
上
に
つ
い
て
＝
本
年
産
は
県

内
販
売
を
中
心
と
し
つ
つ
、
情
報

発
信
力
の
高
い
首
都
圏
に
お
い
て

も
、
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

県
は
、
市
町
村
と
の
連
携
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
主
体

的
な
取
組
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

３　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て
＝
町
村
の
実
状
を
十
分

に
把
握
し
な
が
ら
、
町
村
の
将
来

に
わ
た
る
安
定
的
な
財
政
運
営
の

実
現
に
向
け
、
地
方
の
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
る
税
目
の
堅
持
や

車
体
課
税
の
見
直
し
に
伴
う
代
替

財
源
の
確
保
を
含
め
、
引
き
続
き

国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

８　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
１
）
総
合
的
な
子
育
て
支
援
対

策
の
推
進
に
つ
い
て
＝
乳
幼
児
等

医
療
費
や
保
育
料
な
ど
子
育
て
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
は
、

自
治
体
の
財
政
力
に
よ
り
格
差
が

生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
全
国

共
通
の
安
定
し
た
制
度
と
し
て
国

が
行
う
重
要
な
少
子
化
対
策
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
国
に

働
き
か
け
て
い
く
。

（
３
）
弘
前
大
学
医
師
修
学
資

金
支
援
事
業
に
つ
い
て
＝
平
成

二
十
六
年
度
以
降
の
入
学
生
に
係

る
市
町
村
負
担
へ
の
電
気
事
業
連

合
会
か
ら
の
寄
附
が
困
難
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
う
平
成
二
十
八
年
度

以
降
の
負
担
に
つ
い
て
、
県
は
最

大
限
の
財
政
支
援
を
行
う
と
い
う

　

会
議
に
は
、
県
側
か
ら
三
村
知

事
ほ
か
関
係
部
局
長
、
各
地
域
県

民
局
長
と
、
本
会
か
ら
は
吉
田
会

長
を
は
じ
め
県
内
全
三
十
町
村
長

（
代
理
出
席
一
人
含
む
）
と
各
郡

町
村
会
事
務
局
長
等
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
の
三
村
知
事
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
吉
田
会
長
が
県
に
対

す
る
提
言
を
述
べ
、
県
担
当
部
局

か
ら
は
、
当
日
回
答
の
項
目
に
対

す
る
所
見
が
述
べ
ら
れ
た
。（
概

要
は
後
述
の
と
お
り
）

　

次
に
県
・
町
村
共
通
の
政
策
課

題
と
し
て
、
県
提
出
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
係
る
取
組

に
つ
い
て
」及
び
本
会
提
出
の「
北

海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新
函
館
北

斗
間
開
業
を
契
機
と
し
た
誘
客
対

策
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。

本
会
提
言
に
対
す
る
県
所
見

（
会
議
当
日
回
答
分
の
概
要
を
掲

載
。
番
号
は
左
記
の
提
言
項
目
番

号
に
符
合
）

２　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

＝
す
べ
て
の
市
町
村
が
年
度
内
に

総
合
戦
略
を
策
定
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

本
県
の
人
口
減
少
克
服
の
た
め
に

は
、
地
域
住
民
に
最
も
近
い
市
町

村
の
取
組
が
重
要
で
あ
り
、
緊
密

に
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

東日本大震災からの復興と
防災・減災対策など12項目を提言

まち・ひと・しごと創生、北海道新幹線誘客対策等で意見交換まち・ひと・しごと創生、北海道新幹線誘客対策等で意見交換
平成27年度市町村長会議（町村の部）平成27年度市町村長会議（町村の部）

　

県
は
十
月
二
十
日
、
青
森
市
の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
平
成
二
十
七

年
度
市
町
村
長
会
議（
町
村
の
部
）を
開
催
し
、本
会
か
ら
吉
田
会
長
、

金
澤
、
森
内
両
副
会
長
は
じ
め
全
町
村
長
が
出
席
（
代
理
出
席
一
人

含
む
）
し
、
県
に
対
し
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
防
災
・
減
災

対
策
な
ど
十
二
項
目
の
提
言
事
項
を
説
明
し
、実
現
を
強
く
訴
え
た
。

吉田会長が本会の提言を説明
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動
に
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
。「
青
天
の
霹
靂
」
を
け

ん
引
役
と
し
て
、
他
主
要
品
種
に

つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
、

県
産
米
全
体
の
評
価
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
。

（
８
）
６
次
産
業
化
と
販
路
拡
大

に
つ
い
て

　

②
県
産
農
林
水
産
品
の
輸
出
拡

大
に
つ
い
て
＝
輸
出
関
係
団
体
等

と
連
携
し
、
輸
入
業
者
の
産
地
招

へ
い
等
に
よ
り
、
輸
出
を
進
め
る
。

ま
た
、
輸
出
に
取
り
組
む
中
小
企

業
の
支
援
や
県
産
食
材
の
売
り
込

み
を
図
る
。

11　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

（
３
）
下
北
半
島
地
域
に
お
け
る

道
路
交
通
網
等
の
整
備
に
つ
い
て

　

①
国
道
２
７
９
号
の
国
直
轄
で

の
整
備
・
管
理
を
国
に
対
し
働
き

か
け
る
こ
と=

国
道
２
７
９
号

の
重
要
性
及
び
国
の
関
与
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
県
議
会
や
関
係
市

町
村
等
と
一
体
と
な
っ
て
、
引
き

続
き
粘
り
強
く
訴
え
て
い
く
。

　

②
国
道
３
３
８
号
の
狭
隘
な
道

路
や
急
カ
ー
ブ
の
解
消
等
の
整
備

促
進
を
図
る
こ
と
（
砂
小
又
工
区

の
整
備
促
進
）=

平
成
二
十
五
年

度
か
ら
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
と
し
て
事
業
着
手
し
た
。

引
き
続
き
、
地
元
東
通
村
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
て
い

く
。

　

③
大
間
町
か
ら
む
つ
市
ま
で
新

た
な
付
け
替
え
国
道
と
し
て
防
災

避
難
道
路
の
整
備
促
進
を
図
る
こ

と
。=

国
に
重
点
的
に
要
望
す
べ

き
事
項
を
整
理
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
今
年
度
は
、
物
理

探
査
結
果
の
解
析
・
地
質
特
性
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

　

④
県
道
泊
陸
奥
横
浜
停
車
場
線

の
通
年
通
行
可
能
な
路
線
と
し
て

の
整
備
促
進
を
図
る
こ
と=

現

道
の
維
持
補
修
対
策
を
行
う
な
ど
、

通
行
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

優
先
的
に
整
備
す
べ
き
区
間
の
設

定
や
、
整
備
手
法
及
び
整
備
水
準

等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

地
元
町
村
と
協
議
を
行
い
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

12　

教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い

て（
１
）
県
立
高
等
学
校
の
在
り
方

の
検
討
に
つ
い
て
＝
県
教
育
委
員

会
は
、
中
間
ま
と
め
に
つ
い
て
各

市
町
村
に
情
報
提
供
す
る
と
と
も

に
個
別
に
訪
問
し
、
各
市
町
村
長

や
市
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長
か

ら
、
県
立
高
等
学
校
の
今
後
の
在

り
方
や
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革

へ
の
市
町
村
の
関
わ
り
方
等
に
つ

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
各
市

町
村
等
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

三村知事が県と町村の一層の連携を呼びかける

平成27年度市町村長会議（町村の部）提言項目
１　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

２　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

３　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

４　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

５　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

６　

青
年
交
流
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

７　

海
岸
漂
着
物
の
廃
棄
処
理
対
策
に
つ
い
て

　
（
１
） 

漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
２
） 

海
岸
漂
着
海
藻
の
処
理
対
策
に
つ
い
て

８　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
１
）　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
２
）　

地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

　
（
３
）　

弘
前
大
学
医
師
修
学
資
金
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
（
４
）　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
運
営
に
つ
い
て

　
（
５
）　

健
康
づ
く
り
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

９　

雇
用
及
び
移
住
・
定
住
者
促
進
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

10　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
（
１
） 

農
政
改
革
に
つ
い
て

　
（
２
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て  

　
（
３
）
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
等
に
つ
い
て  

　
（
４
）
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　
（
５
） 

新
品
種
「
青
天
の
霹
靂
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
県
産
米

の
評
価
向
上
に
つ
い
て 

　
（
６
） 

り
ん
ご
生
産
振
興
対
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

①
り
ん
ご
果
実
飲
料
の
原
料
原
産
地
表
示
に
つ
い
て 

　
　

②
果
樹
経
営
安
定
制
度
の
確
立
に
つ
い
て 

　
　

③
り
ん
ご
防
除
体
制
の
強
化
に
つ
い
て 

　
（
７
）
特
産
果
樹
に
対
す
る
放
任
園
発
生
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
（
８
）
６
次
産
業
化
と
販
路
拡
大
に
つ
い
て

　
　

①
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
た
県
産
農
林
水
産

品
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て 

　
　

②
県
産
農
林
水
産
品
の
輸
出
拡
大
に
つ
い
て 

　
　

③
県
産
食
材
の
学
校
給
食
で
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て 

　
（
９
）
農
業
を
軸
と
す
る
地
域
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
形

成
に
つ
い
て

　
（
10
）
適
切
な
森
林
整
備
と
県
産
材
の
利
用
促
進
等
に

つ
い
て 

　
（
11
）
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て 

　
（
12
）
水
産
資
源
の
回
復
・
管
理
の
推
進
に
つ
い
て 

　
　

①
サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
に
か
か
る
体
制
の
強
化
に
つ

い
て 

　
　

②
ア
ユ
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て 

11　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て 

　
（
１
）
道
路
の
整
備
促
進
及
び
道
路
整
備
予
算
の
確
保

に
つ
い
て

　
（
２
）
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
（
３
）
下
北
半
島
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
等
の
整

備
に
つ
い
て

　
（
４
）
市
町
村
道
除
排
雪
費
の
確
保
に
つ
い
て

　
（
５
）
函
館
〜
大
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
恒
久
的
運
航
に

向
け
た
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　
（
６
） 

一
級
河
川
岩
木
川
及
び
馬
淵
川
の
整
備
促
進
等

に
つ
い
て 

　
（
７
）
下
水
道
事
業
に
係
る
元
利
償
還
負
担
の
軽
減
に

つ
い
て

12　

教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い
て 

　
（
１
）
県
立
高
等
学
校
の
在
り
方
の
検
討
に
つ
い
て

　
（
２
）
学
校
施
設
等
の
防
災
機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て



８あおもり

　

本
会
は
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

十
月
十
九
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ

ラ
ス
青
い
森
で
市
町
村
長
等
特
別

　

本
会
は
十
二
月
二
十
一
日
、
青

森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
都

市
・
農
村
共
生
社
会
創
造
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
青
森
を
開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
町
村
長
を
は
じ
め
県

市
町
村
職
員
等
、
約
百
名
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
国
町

村
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
農
業
・

農
村
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

提
言
」で
主
張
し
て
い
る
、「
都
市
・

農
村
共
生
社
会
の
創
造
」
と
「
田

園
回
帰
の
時
代
を
拓
く
」
た
め
に
、

何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
基
調

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
等
を
通
じ
考
え
る
た
め
開
催
し

た
。

　

吉
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
松
本
克
夫
氏

が
「
豊
か
さ
の
物
差
し
を
替
え
る

〜
都
市
と
農
村
の
共
生
を
目
指
し

て
」
と
題
し
基
調
講
演
を
行
い
、

経
済
的
豊
か
さ
を
追
求
す
る
だ
け

で
は
、
人
口
減
少
や
人
口
の
一
極

集
中
は
止
ま
ら
な
い
。
田
園
回
帰

は
産
業
社
会
の
論
理
か
ら
の
離
脱

で
あ
る
、
な
ど
と
講
演
し
た
。

　

引
き
続
き
、
県
企
画
政
策
部
地

域
活
力
振
興
課
の
松
野
課
長
が

「
青
森
県
に
お
け
る
移
住
促
進
の

取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
移
住

促
進
に
向
け
た
県
内
取
組
状
況
と

今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

続
い
て
「
青
森
に
お
け
る
田

園
回
帰
の
い
ぶ
き
」
を
テ
ー
マ

に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研

究
科
准
教
授
の
平
井
太
郎
氏
が
務

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
青
森
県
庁

職
員
の
木
村
み
ほ
氏
、
デ
ザ
イ
ン

ス
タ
ジ
オ
グ
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
の

大
澤
泰
智
氏
、
は
る
農
園
の
春
義

彦
氏
、
弘
前
市
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
、
い
つ
・
も
の
・
こ
と
編
集

部
の
工
藤
健
氏
が
務
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
践
と
経
験
を
踏
ま
え
意
見

を
交
わ
し
た
。
大
澤
氏
は
「
本
県

は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
マ
ル
チ
に

仕
事
が
で
き
る
半
面
、
全
て
自
分

で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
何
か

を
始
め
よ
う
と
す
る
人
に
は
良
い

環
境
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
木
村

氏
は
「
移
住
後
に
行
政
の
人
と
地

域
を
回
り
、
地
元
の
人
に
紹
介
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
周
囲
の
反
応

が
変
わ
り
、
地
域
に
入
り
込
み
や

す
か
っ
た
。」
と
述
べ
、
平
井
准

教
授
が
「
移
住
者
が
地
域
に
溶
け

込
ん
で
、
と
も
に
歩
む
体
系
づ
く

り
を
進
め
て
ほ
し
い
。」
と
呼
び

か
け
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
結
ん

だ
。

研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

市
町
村
長
や
幹
部
職
員
等
約
百
十

人
。

　

本
研
修
会
は
、
厳
し
い
行
財
政

状
況
の
中
、
市
町
村
長
は
人
口
減

少
の
克
服
と
地
域
活
性
化
に
向
け

様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
時
代
に
対
応

す
る
自
治
体
運
営
の
方
向
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
地
域

振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
に
開
催
し

て
い
る
。

　

吉
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

株
式
会
社
独
立
総
合
研
究
所
（
独

研
）
代
表
取
締
役
社
長
・
兼
・
首

席
研
究
員
の
青
山
繁
晴
氏
が
「
日

本
の
出
番
、
祖
国
は
甦
る
」
と
題

し
、
青
山
氏
が
現
場
を
回
っ
て
得

た
情
報
等
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。

「
日
本
の
出
番
、

「
日
本
の
出
番
、

祖
国
は
甦
る
」

祖
国
は
甦
る
」

を
テ
ー
マ
に
講
演

を
テ
ー
マ
に
講
演

市
町
村
長
等
特
別
研
修
会

市
町
村
長
等
特
別
研
修
会

都
市
・
農
村
共
生
社
会
創
造

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
青
森
を
開
催

コーディネーター

弘前大学大学院
平井准教授

青山氏が講演

パネリスト

デザインスタジオ
グリームワークス　大澤氏

弘前市移住コンシェルジュ
いつ・もの・こと編集部　工藤氏

県庁職員　木村氏

はる農園　春氏

情勢説明

県企画政策部地域活力振興課
松野課長

基調講演

ジャーナリスト　松本氏



９ 　あおもり

　

本
会
は
十
月
十
九
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
負
担
金
等
委
員

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
吉
田

会
長
を
は
じ
め
委
員
の
町
村
長
十

人
。

　

本
委
員
会
は
、
各
町
村
の
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
財
政
を
さ
ら

に
圧
迫
す
る
法
令
外
負
担
金
等
の

負
担
内
容
を
明
確
化
し
、
町
村
行

財
政
の
安
定
と
効
率
的
運
営
を
図

る
た
め
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

二
十
八
年
度
の
法
令
外
負
担
金

規
制
団
体
は
四
十
五
団
体
（
対
前

年
度
比　

増
減
な
し
）
で
、
総
額

九
千
五
百
八
十
五
万
五
千
九
百
十

円
の
申
請
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

二
十
八
年
度
の
負
担
額
は
、
申
請

額
ど
お
り
決
定
し
た
。

　

ま
た
会
議
で
は
、
各
法
令
外
団

体
は
新
た
な
視
点
で
目
的
や
事
業

の
抜
本
的
な
検
討
・
協
議
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
各
法
令

外
団
体
に
対
し
、
次
の
事
項
を
申

し
入
れ
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
．
経
費
節
減
や
予
算
に
お
け
る

繰
越
金
等
を
含
め
た
団
体
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
常
日
頃
か

ら
見
直
し
を
し
、
町
村
負
担
金

の
減
額
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
町
村
負
担
金
は
、
本
会
へ
の

申
請
額
を
上
限
と
し
、
事
業
費

等
の
増
額
に
連
動
し
町
村
負
担

総
額
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

３
．
会
員
市
町
村
数
の
減
少
に
伴

い
、
均
等
割
負
担
金
を
増
額
し

な
い
こ
と
。
ま
た
、
賦
課
基
準

と
す
る
数
値
が
減
少
し
た
場
合

は
、
現
行
の
町
村
負
担
金
を
維

持
す
る
た
め
、
賦
課
基
準
の
単

価
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

４
．
他
団
体
と
統
合
し
た
団
体
に

お
い
て
は
、
統
合
に
伴
う
事
務

運
営
の
効
率
化
に
よ
り
町
村
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

　

本
会
は
十
月
二
十
二
日
、
東
京

都
内
で
、
地
方
六
団
体
合
同
に
よ

り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
関
す
る
緊
急
要

請
を
農
林
水
産
省
及
び
内
閣
官
房

Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
府
対
策
本
部
へ
要
請
し

た
。

　

今
回
の
要
請
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

交
渉
が
大
筋
合
意
に
至
り
、
農
林

水
産
分
野
に
お
い
て
も
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
万
全
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
県
民
生

活
や
経
済
活
動
の
幅
広
い
分
野
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
農
林
水
産

業
の
持
続
発
展
等
に
向
け
た
対
応

策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
実
施
し

た
も
の
。

　

要
請
に
は
、
本
会
の
金
澤
副
会

長
や
三
村
県
知
事
ら
が
参
加
し
、

農
林
水
産
省
の
森
山
農
林
水
産
大

臣
、
内
閣
官
房
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
府
対
策

本
部
の
佐
々
木
国
内
調
整
総
括
官

に
面
談
の
う
え
、
各
分
野
に
お
け

る
影
響
を
早
急
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
や
、
農
林
水
産
業
の
持
続
的

発
展
へ
の
対
策
等
、
四
項
目
を
強

く
求
め
た
。

　

要
望
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

金
澤
副
会
長
、
三
村
知
事
ら
が

緊
急
要
請
を
実
施

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
関
す
る
緊
急
要
請

　

地
方
六
団
体
で
農
林
水
産
省
及
び

内
閣
官
房
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
府
対
策
本
部
に
要
請

ＴＰＰ協定に関する緊急要請
　本県では、ＴＰＰ協定交渉に関して、衆参両院農林水産委員会決議を遵守するとともに、
国民への十分な情報提供と説明を行い、農林水産分野における重要品目の関税を維持するな
ど、我が国の農林水産業の将来にわたる持続的発展が図られるよう強く求めてきました。
　先日、ＴＰＰ協定交渉が大筋合意に至り、国においては、ＴＰＰ総合対策本部を設置し、
総合的な政策対応に関する基本方針を示しており、農林水産分野においても、政府一体となっ
て万全の措置を講ずることとしています。
　しかしながら、ＴＰＰ協定は、県民生活や経済活動の幅広い分野に大きな影響を及ぼすこ
とが懸念されており、とりわけ本県の農林漁業者や関連産業に携わる県民は大きな不安と懸
念を抱いています。よって、以下のことを強く求めます。

記

１　政府においては、交渉結果等について県別に説明会を開催し、農林漁業者はもとより、
地域の関係者等に対し、りんごなど重要品目以外の品目や他の分野についても、迅速かつ
十分な説明を尽くすこと。

２　ＴＰＰ協定に伴う各分野における影響、特に農林水産業や関連産業への影響を早急に明
らかにすること。

３　政府として、担い手が将来にわたり意欲と希望を持って経営に取り組み、地域の農林水
産業が確実に再生産を図り持続的な発展ができるよう、万全な対策を講ずること。

４　その際、食料の供給はもとより、国土の保全など、我が国の農林水産業が果たしている
役割について、国民的な理解の醸成を図るとともに、人口減少など国内の環境変化も踏ま
えた対策とすること。

二
十
八
年
度
法
令
外
負
担
金
を
審
査

 

負
担
金
等
委
員
会
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本
会
は
、
十
一
月
四
日
か
ら
六

日
ま
で
の
日
程
で
、
町
村
長
二
十

名
が
参
加
し
、
島
根
県
邑
南
町
、

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
の
行
政
調
査
研
修
を
行
っ
た
。

島
根
県
邑
南
町

　

邑
南
町
は
、
島
根
県
中
南
部
に

位
置
し
、
中
山
間
地
に
代
表
的
な

盆
地
の
多
い
地
形
。
平
成
十
六
年

十
月
に
二
町
一
村
が
合
併
し
誕
生
。

面
積
は
四
一
九
㎢
、
人
口
は
約

一
万
千
三
百
人
。

　

石
橋
邑
南
町
長
か
ら
、「
人

口
減
が
激
し
か
っ
た
が
、
平
成

二
十
三
年
か
ら
の
若
者
定
住
対
策

に
よ
り
、
成
果
が
出
て

き
た
。
子
ど
も
の
数
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ

れ
ま
で
五
十
人
位
の
出

生
数
が
、
今
年
は
八
十

人
を
超
え
る
状
況
で

百
人
が
目
標
。
農
業

は
、
中
山
間
地
域
の
た

め
耕
地
が
少
な
く
大
量

生
産
で
き
な
い
。
少
量

多
品
種
の
こ
だ
わ
っ
た

米
や
野
菜
や
畜
産
関
係

は
、誇
り
を
持
っ
て「
Ａ

級
グ
ル
メ
」
と
名
付
け

た
。」
と
の
あ
い
さ
つ

後
、
担
当
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
た
。

■
「
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
」

・
負
担
軽
減
政
策
を
目
玉
に
し
、

当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
、
保
育

料
の
無
料
化
を
実
施
。

・
平
成
二
十
三
年
度
に
、
邑
南
町

日
本
一
の
子
育
て
村
推
進
基
金

を
造
成
、
二
億
五
千
万
円
を
積

立
て
。

・
公
立
邑
智
病
院
で
は
身
近
で
安

心
な
医
療
体
制
を
提
供
。
産
婦

人
科
医
、
小
児
科
医
等
、
専
門

医
が
常
勤
、
平
成
二
十
七
年
四

月
か
ら
は
常
勤
医
師
が
十
一
名
。

・
保
育
料
第
二
子
目
以
降
完
全
無

料
（
第
一
子
目
も
国
基
準
の
六

割
）

・
合
併
十
年
目
で
社
会
動
態
人
口

が
二
十
人
増
。
こ
の
要
因
の
一

つ
は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
ケ
ア
の

た
め
、
定
住
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
町
職
員
）、
定
住

促
進
支
援
員
（
人
望
が
厚
く
地

域
の
状
況
に
精
通
し
て
い
る
人
、

現
在
男
女
各
一
名
）
等
定
住
を

支
援
す
る
専
従
の
職
員
を
相
談

窓
口
に
配
置
し
た
こ
と
。

・
子
育
て
支
援
ポ
イ
ン
ト
付
与
制

度
は
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
。
一

ポ
イ
ン
ト
は
一
円
。

■
「
Ａ
級
グ
ル
メ
」
の
取
組
み

・
代
表
的
な
特
産
品
は
、
石
見
和

牛
、
石
見
ポ
ー
ク
肉
、
牛
乳
、

キ
ャ
ビ
ア
、
さ
つ
ま
い
も
ム
ー

ス
。

・
産
業
就
業
人
口
比
率
は
第

一
次
二
十
三
・
六
％
、
第
二

次
十
九
・
一
％
、
第
三
次

五
十
七
・
三
％
。

・
Ａ
級
グ
ル
メ
の
定
義
は
、
高
級

食
材
一
流
料
理
で
は
な
く
、
邑

南
町
で
生
産
さ
れ
る
良
質
な
農

林
産
物
を
素
材
と
す
る
こ
こ
で

し
か
味
わ
え
な
い
食
や
体
験
。

・
ま
た
、
生
産
者
が
生
産
し
た
Ａ

級
の
素
材
に
付
加
価
値
を
つ
け

て
、
農
林
商
工
連
携
・
六
次
産

業
化
に
よ
り
誇
り
を
持
ち
Ａ
級

の
グ
ル
メ
を
創
り
上
げ
て
い
こ

う
と
の
考
え
。

・
素
材
香
房ajikura

（
あ
じ
く

ら
）
は
、
Ａ
級
グ
ル
メ
発
信
基

地
・
食
の
研
究
所
と
し
て
、
平

成
二
十
三
年
オ
ー
プ
ン
。

・
総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
を
活
用
し
て
、
都
市
部
か

ら
募
集
し
た
若
者
は
、
野
菜
等

の
栽
培
か
ら
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
の
提
供
ま
で
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
目
指
す
「
耕
す

シ
ェ
フ
」
と
し
て
活
動
し
、
起

業
・
就
業
を
目
指
し
て
も
ら
う
。

・
こ
れ
ま
で
計
三
十
三
名
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
参
画
者
の
う
ち
、

二
十
六
名
が
町
内
に
定
住
。

　

役
場
で
の
説
明
後
、
現
地
調
査

と
し
て
香
木
の
森
公
園
を
訪
問
。

同
施
設
は
約
二
百
四
十
種
類
の

ハ
ー
ブ
を
植
栽
し
た
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
を
メ
イ
ン
に
、
手
作
り
体
験

で
き
る
ク
ラ
フ
ト
館
や
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
の
ほ
か
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

カ
フ
ェ
を
併
設
。

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

　

島
根
県
飯
南
町
に
あ
る
同
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
十
年
に
設
置
さ
れ
、

地
域
の
調
査
研
究
並
び
に
農
業
、

畜
産
及
び
森
林
・
林
業
の
試
験
研

究
を
総
合
的
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
研
究
成
果
を
活
か
し
た
研
修

機
会
の
提
供
、
技
術
指
導
、
情
報

提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

島
根
県
で
は
、
平
成
十
一
年
に

全
国
初
の
中
山
間
地
域
活
性
化
基

本
条
例
を
制
定
し
、
中
山
間
地
域

の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
中
国

地
方
知
事
会
中
山
間
地
域
振
興
部

会
の
共
同
研
究
機
関
で
あ
り
、
鳥

取
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口

県
と
共
同
で
、
広
域
的
な
研
究
や

共
同
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
」
と

「
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
」
と

「
Ａ
級
グ
ル
メ
」
を
学
ぶ

「
Ａ
級
グ
ル
メ
」
を
学
ぶ

島
根
県
邑
南
町
等
を
行
政
調
査

邑南町で「日本一の子育て村構想」等の説明を受ける
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青森の魅力を実感青森の魅力を実感青森の魅力を実感 農水省職員農村研修

　農林水産省では、将来幹部職員として農林水産行政を担当する入省後２年目の本省庁在勤職員等
を、農林水産業の振興及び農山漁村の活性化に努力している農・漁村へ派遣し、直接、農作業や漁
作業を体験させることにより、地域の実態に即した農林水産施策の企画・立案等を行うことができ
るよう、農林水産行政担当者としての資質向上を図ることを目的として、農村研修を実施している。
　このたび平成27年度研修生、坂野英知氏、竹内麻里奈氏から、１カ月の研修を終え、感想を寄稿
していただいた。

農林水産省消費・安全局動物衛生課

坂野　英知

　平成27年10月１日から１カ月間、青森県西津軽郡鰺ヶ沢町に

ある、養豚と養鶏を行っている長谷川自然牧場株式会社におい

て、農村研修として様々な体験をさせていただきました。

　長谷川自然牧場の豚肉や卵は、県内外を問わず高い評価を受

けており、研修期間中、何度もいただきましたが、その豚肉の

味と脂の美味しさ、卵の濃厚さに驚きました。そのような他との差別化に成功している農場における、こだわ

りや工夫を農作業から実感し、そして、現在に至るまでの苦労を伺いました。

　研修中、こだわりの豚たちとともに肥育していただき、１カ月で６㎏も体重が増加しましたが、本研修によっ

て得たものは体重だけではなく、生産現場における課題や大きな可能性、そして、文書だけでは分からない現

場の考え方や仕組み等について、身をもって学ぶことができました。

　最後に、本研修でお世話になった全ての方に心からお礼を申し上げるとともに、今回の研修で得たものを活

かし、微力ながら日本の農業の役に立てるよう努力することで恩を返していきたいと思います。

長谷川自然牧場で研修を行った坂野氏

農林水産省経営局金融調整課

竹内　麻里奈

　私は、９月初めから青森県おいらせ町の（株）柏崎青果で研

修させていただきました。大学時代に何度か農業体験はしてい

ましたが、１カ間研修生として働くという経験は初めてだった

ので大変貴重な経験となりました。（株）柏崎青果は、にんにく、

長芋、ごぼうの生産に加え、黒にんにくを筆頭として乾燥野菜

等の加工商品も生産している法人です。また、アメリカや欧州等への輸出も行っており、販路開拓に積極的に

取り組んでいます。研修では生産部門、加工部門、販売部門の３部門について、数日ずつまわらせていただき

ました。各部門それぞれでやりがいまた苦労を聞きながら作業していましたが、特に印象的だったのはいかに

廃棄物を少なくするか等の視点から乾燥野菜等の加工品の発案につながったという点でした。また、本研修を

通して、青森県の農林水産業の豊かさを実感しました。最後になりましたが、（株）柏崎青果の皆様を始めと

して関わってくださった方々に心から感謝申し上げます。

柏崎青果で研修を行った竹内氏
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本
会
は
十
月
二
十
日
、
青
森
市

の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
町
村
長
に

対
す
る
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
係
る

説
明
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
、

町
村
長
及
び
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当

課
長
等
四
十
八
人
。

　

は
じ
め
に
、
吉
田
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
「
本
日
は
、
改
め
て
政
府

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

十
月
六
日
、
青
森
市
の
県
共
同
ビ

ル
で
第
二
回
議
会
定
例
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
吉
田
管
理
者
を

は
じ
め
議
員
等
の
市
町
村
長
九
人
。

は
じ
め
に
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た

議
長
の
選
挙
を
行
い
、
現
副
議
長

で
あ
る
飯
田
風
間
浦
村
長
を
議
長

に
選
出
し
た
。
ま
た
議
長
選
挙
に

伴
い
欠
員
と
な
っ
た
副
議
長
は
、

選
挙
の
結
果
、
船
橋
平
内
町
長
を

選
出
し
た
。

　

次
に
、
議
案
六
件
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決

定
し
た
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
六

年
度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
を
求
め
る
の
件
＝
歳
入

総
額
八
億
千
五
百
四
十
七
万
千

余
円
に
対
し
て
歳
出
総
額

七
億
八
千
三
百
四
十
二
万
五
千
余

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
三
千
二
百

四
万
六
千
余
円
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
六

年
度
青
森
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
市
町
村
税
等
滞
納
整
理

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
を
求
め
る
の
件
＝
歳
入
総
額

七
千
六
百
六
十
三
万
二
千
余
円
に

対
し
て
歳
出
総
額
六
千
二
百
十
一

万
八
千
余
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

一
千
四
百
五
十
一
万
万
四
千
余
円
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
七
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第

一
号
）
案
＝
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

四
百
六
十
四
万
三
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
八
億
四
千
七
百
四
十

八
万
九
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
七
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

市
町
村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計

補
正
予
算
（
補
正
第
二
号
）
案
＝

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
十
七
万
四
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

七
千
七
十
三
万
九
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
五
号　

青
森
県
市
町
村

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
＝

「
被
用
年
者
年
金
制
度
の
一
元
化

等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
平
成

二
十
七
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
定
を

行
う
も
の
。

○
議
案
第
六
号　

青
森
県
市
町
村

等
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
＝
「
被
用
年
者
年
金
制

度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚

生
年
金
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日

に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
改
定
を
行
う
も
の
。

が
進
め
る
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
と
青

森
県
の
取
組
み
に
つ
い
て
皆
様
に

説
明
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
町
村

の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
取
組
み
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」

と
述
べ
た
。

　

説
明
会
で
は
、
総
務
省
自
治
行

政
局
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域

情
報
政
策
室
の
渡
部
課
長
補
佐
が

「
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
電
子
自
治

体
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
説

明
し
た
。
渡
部
課
長
補
佐
は
、
国

が
平
成
二
十
六
年
三
月
に
公
表
し

た
「
電
子
自
治
体
の
取
組
み
を
加

速
す
る
た
め
の
10
の
指
針
」
な
ど

国
の
近
年
の
電
子
自
治
体
推
進
の

取
組
み
や
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
ク

ラ
ウ
ド
化
の
現
状
と
次
期
更
新
時

の
見
込
み
、
地
方
財
政
措
置
な
ど

国
の
支
援
、
導
入
メ
リ
ッ
ト
の
ほ

か
、
全
国
の
導
入
事
例
と
そ
の
特

徴
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

引
き
続
き
、
県
企
画
政
策
部
情

報
シ
ス
テ
ム
課
の
阿
部
Ｉ
Ｔ
専
門

監
が
「
青
森
県
の
自
治
体
ク
ラ
ウ

ド
に
関
す
る
取
組
」
と
題
し
説
明

し
た
。
阿
部
Ｉ
Ｔ
専
門
監
は
、
県

電
子
自
治
体
推
進
協
議
会
の
こ
れ

ま
で
の
取
組
や
、
平
成
二
十
六
年

度
に
行
っ
た
「
Ｉ
ａ
ａ
Ｓ
化
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
内
容
、

平
成
二
十
七
年
四
月
に
自
治
体
ク

ラ
ウ
ド
を
導
入
し
た
弘
前
地
区
電

算
共
同
化
推
進
協
議
会
の
導
入
結

果
と
今
後
の
方
向
性
の
ほ
か
、
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
検
討
講
座
の
実
施

等
に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者
は

理
解
を
深
め
た
。

政府が進める自治体政府が進める自治体
クラウドと青森県のクラウドと青森県の
取組みについて説明取組みについて説明
町村長に対する自治体
クラウドに係る説明会

二
十
六
年
度
の
決
算
を
認
定

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

クラウド化の現状等を説明する総務省の渡部課長補佐

阿部ＩＴ専門監が県の取組み等について説明
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成28年１月17日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ２ 31.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 １ 29.10.12
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ３ 29. 4.23 沼　　田　　謙　　市
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 １ 29.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 ２ 29.12.26 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ３ 30. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ２ 30. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 1 30. 8.20
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ５ 29. 4.23 秋　　元　　良　　一

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ３ 29. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 　７※   32. 1.27※ 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 ２ 29. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 三　　村　　正 太 郎 S24.10. 7 ５ 30. 3.25 柏　　崎　　源　　悦
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 １ 30. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ５ 29. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 ２ 31. 4.25
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 １ 30. 4.26

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15 藤　　村　　正　　彦
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ 32. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ５ 30. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ３ 29.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ３ 29. 5.28 横　　田　　孝　　夫

　

任
期
満
了
に
伴
う
平
内
町
長
選

挙
は
、
十
月
十
三
日
告
示
さ
れ
、

現
職
の
船
橋
茂
久
氏
（
66
）
が
、

無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
県
中
南
地
域
県
民
局
地

域
連
携
部
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
六
戸
町
長
選

挙
は
、
一
月
十
二
日
告
示
さ
れ
、

現
職
の
吉
田
豊
氏
（
65
）
が
、
無

投
票
で
七
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
田
子
町
長
選

挙
は
、
十
二
月
二
十
日
、
投
開
票

が
行
わ
れ
、
現
職
の
山
本
晴
美
氏

（
51
）
が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
副
議
長

平
内
町
長　

船ふ
な

橋は
し　

茂し
げ
ひ
さ久　

氏

六
戸
町
長　

吉よ
し

田だ　
　

豊ゆ
た
か　

氏

田
子
町
長　

山や
ま

本も
と　

晴は
る

美み　

氏

※は今回当選による当選回数及び任期満了日



14あおもり

ま

ち
づくりへ

の

三戸郡

三
さん

戸
のへ

町
まち

　

三
戸
町
は
、
絵
本
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
シ
リ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る
漫

画
家
、
馬
場
の
ぼ
る
氏
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
町
で
は
、
馬
場
の
ぼ
る

さ
ん
の
偉
業
を
た
た
え
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
愛
さ
れ
て

い
る
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

絵
本
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
は
全

六
作
シ
リ
ー
ズ
で
、
四
百
万
部
を

超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て

お
り
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
ま

た
、
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
中

で
は
、
ね
こ
た
ち
が
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

挑
戦
す
る
場
面
が
多
く
描
か
れ
て

い
ま
す
。
竹
原
義
人
町
長
は
「
ま

ち
づ
く
り
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
ま

ち
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
呼
び
か

け
て
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
の
イ
ラ
ス

ト
の
版
権
は
、
絵
本
の
出
版
社
で

あ
る
こ
ぐ
ま
社
が
管
理
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
イ
ラ
ス
ト
を
使

用
す
る
場
合
は
、
こ
ぐ
ま
社
の
審

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

絵
本
の
世
界
観
を
大
切
に
す
る
た

め
、
む
や
み
に
イ
ラ
ス
ト
を
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
申
請
し
許
可
を
得
れ

ば
、
無
償
で
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
、

ポ
ッ
プ
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ぐ
ま
社
と

協
議
の
上
、
手
数
料
を
支
払
う
こ

と
で
、
商
品
開
発
も
可
能
で
す
。

　
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
を
活
用
し

た
事
業
等
は
、
開
始
当
初
は
、
主

に
町
が
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

次
第
に
各
商
店
や
学
校
、
福
祉
団

体
や
高
齢
者
の
団
体
、
郵
便
局
、

他
の
サ
ー
ク
ル
等
、
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。
ね
こ
た
ち
は
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
、
町
民
バ
ス
や
商
店
街
の
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
、
観
光
案
内
板
等
で

Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
て
、
街
中
で
ね
こ

た
ち
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ね
こ
た
ち
に
ち
な
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
も
各
種
豊
富

に
実
施
さ
れ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ね
こ
は
住
民
生
活
に
密
着
し
た
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
の

ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け

商
店
や
町
民
も

イ
ラ
ス
ト
を
活
用

中
心
街
は
ね
こ
だ
ら
け
！

　

地
域
活
性
化
・
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献

『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
多
数
開
催

アップルドームほのぼの館では、11ぴきのねこがお出迎え
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人
口
減
、
少
子
高
齢
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
三
戸
町
で
す
が
、

引
き
続
き
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
を

活
用
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
実
施
・
継
続
す
る
こ
と
で
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
地
域
活
性
化
と
観
光
戦
略

の
柱
と
し
て
「
ね
こ
」
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

※
三
戸
町
の
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
三
戸
町
役
場
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
（
０
１
７
９
―
２
０

―
１
１
１
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。 今

後
の
取
り
組
み

１_夏まつりに合わせて行う仮装大会。歌や寸劇、ダンスなどのパフォーマンスを行います　２_郵便局では、毎月１回、
休日窓口を開設。ねこ局長がお出迎え　３_店頭幕と写真フレーム。多くの店舗で店頭幕を設置します　４_春まつり
に合わせて開催されるバスツアーの一幕。11ぴきのねこバスに乗り、ビッグ紙芝居等、様々なイベントを楽しみます　
５_ねこたちが観光名所をご案内　６_原動機付自転車（50㏄以下）のナンバープレートにもねこが登場　７_町内４
か所に石像を設置。記念写真もどうぞ！

12

34

567
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町 村 ト ピ ッ ク ス

「
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
」オー

プ
ン

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ま
ちい

ま
べ
つ

　雪上ゲーム大会、くじ付きみかんま
き、雪でできたジャンボすべり台など、
雪に親しみ冬を楽しむイベントがもり
だくさん。大鍋で作る毎年恒例もつけ
鍋の振る舞い（無料）、豪華賞品が当
たる大抽選会もあります。ご家族でぜ
ひお越しください。
○日時：２月11日（木・祝）
○会場：板柳町ふるさとセンター
　　　　イベント広場 北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

第
29
回
り
ん
ご
の
里

い
た
や
な
ぎ
雪
ま
つ
り

南津軽郡

お
お
わ
に
ま
ち

大
鰐
町

　町では、多くのフェンシング強豪選手
を輩出し、フェンシングの町として知ら
れています。2020年東京オリンピック・
パラリンピックに参加する海外チームの
事前合宿誘致に向け、県市町村連絡会議
やセミナーに積極的に参加しておりまし
た。平成27年10月19日、北海道新幹線「奥
津軽いまべつ駅」駅舎内で、「青森県今
別町・モンゴルフェンシング協会2020年
東京オリンピック・パラリンピック競技
大会に関する基本合意書調印式」が行わ
れ、阿部町長とモンゴルフェンシング協
会副会長が基本合意書に署名し、握手を
交わしました。

東津軽郡

い
ま
べ
つ
ま
ち

今
別
町

　「町誕生10周年記念おいらせ町民俗
芸能発表会」を開催します。町内の民
俗芸能団体）（百石えんぶり、本村鶏
舞など９団体）が一堂に会して、伝統
の芸能を披露します。ぜひご来場くだ
さい。
○日時：２月28日（日）
○会場：おいらせ町町民交流センター

上北郡

お
い
ら
せ
ち
ょ
う

お
い
ら
せ
町

お
い
ら
せ
町
誕
生
10
周
年
記
念

町
内
の
民
俗
芸
能
が
大
集
合

問い合わせ先　板柳町役場経済課
　　　　　　　TEL 0172-73-2111

問い合わせ先　おいらせ町役場社会教育・体育課
　　　　　　　TEL 0178-56-4267

問い合わせ先　今別町役場
　　　　　　　TEL 0174-35-2001

問い合わせ先　大鰐温泉スキー場管理事務所
　　　　　　　TEL 0172-49-1023

　大鰐温泉スキー場は、ＦＩＳ公認コー
スなど多彩なコースバリエーションをお
楽しみいただけます。
○営業エリア　国際エリアとなります。
○営業期間
　（予定）　12月19日（土）～３月13日（日）
○営業時間
　午前８時30分～午後４時45分
　気象状況等により変更あり
○リフト料金（１回券）●中学生以上＝
300円●小学生以下、60歳以上＝250円
　11回券や１日券、５時間券、シーズン
券（ジュニア、大人、シニア、無記名）
もあり。
　毎週土曜日は、中学生以下１日券が
500円。
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　上北の恵まれた大地で育ったにんじ
んを100％使い、強い甘みとすっきり
した味わいが特徴。「ななくら秋冬に
んじんジュース」は秋から冬の変わり
目に収穫されたものを、「ななくら越
冬にんじんジュース」は雪の下でひと
冬越えたものを使用しています。
○販売期間：秋冬12月～４月
　　　　　　越冬４月～１月
（どちらも１ℓ、500ml、350mlあり）上北郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村

に
ん
じ
ん
の
甘
み
た
っ
ぷ
り
、

大
地
か
ら
の
贈
り
物

下北郡

お
お
ま
ま
ち

大
間
町

　昭和54年２月に国の重要無形民俗文
化財に指定された「えんぶり」は、青
森県南部地方を中心に行われる冬の伝
統行事。南部町のえんぶりは、すべて
の摺りのテンポが速く動きが激しい
「どうさい」系で、音頭トリの唄に合
わせて勇壮な摺りが披露されます。夜
に開催される「お座敷えんぶり」では、
温かい屋内でくつろぎながらえんぶり
を満喫することができますので、ぜひ
ご来場ください。
会場：剣吉地区、南部芸能伝承館　ほか

三戸郡

な
ん
ぶ
ち
ょ
う

南
部
町

問い合わせ先　南部町役場商工観光交流課
　　　　　　　TEL 0178-84-2119

問い合わせ先　大間町海峡保養センター
　　　　　　　TEL 0175-37-4334

県
南
地
方
の
先
陣
を
切
る
「
南
部
地
方

え
ん
ぶ
り
」　

２
月
６
日
・
７
日
開
催

陸
マ
グ
ロ
（
大
間
牛
）

問い合わせ先　有限会社マルヨシ
　　　　　　　TEL 0175-75-2526

　大間町には大間マグロにも引けを取
らない「陸マグロ（大間牛）」がある
のをご存じでしょうか？
　最近までは年に数回しか食べること
ができなかった大間牛ですが、ついに、
年間をとおして食べられるようになり
ました。
　大間町自慢の「陸マグロ」を食べに、
ぜひお越しください。
※時期によっては品切れになることも
あるので、事前にお問合せください。

　２月７日（日）に階上町わっせ交流セン
ターで「早生えんぶり祭り」を開催します。
町内のえんぶり組が見事な摺り（舞い）を
披露するお祭りで、勇壮な伝統芸能を目の
前で観賞できます。また、会場では階上町
自慢の味“階上早生階上そば”を堪能できま
すので、ぜひお越しください。
○階上町わっせ交流センター
　所在地：階上町大字平内字上道１－１
　食事処営業時間：
　（夏季）11:00～ 15:00　（冬季）11:00 ～ 14:00
　定休日：毎週水曜日
　そば打ち体験：希望に応じて開催します。
詳細は問合せてください。

三戸郡

は
し
か
み
ち
ょ
う

階
上
町

問い合わせ先　階上町わっせ交流センター
　　　　　　　TEL 0178-88-2709

早
生
え
ん
ぶ
り
祭
り
開
催
！

〜
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
〜

お
か

おか

おか
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　42％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自 損 事 故 　   1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自 損 事 故 　   
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

　

本
会
が
設
立
に
携
わ
っ
た
市
町

村
職
員
等
の
自
主
研
究
会
の
う
ち
、

上
十
三
地
域
づ
く
り
研
究
会
並
び

に
下
北
地
域
づ
く
り
研
究
会
は
本

会
及
び
県
市
長
会
と
の
共
催
に
よ

り
、
十
一
月
十
四
日
、
野
辺
地
町

の
野
辺
地
町
中
央
公
民
館
で
「
市

町
村
職
員
自
主
研
究
」
講
演
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
両
研
究

会
会
員
ほ
か
県
内
市
町
村
職
員
等

約
四
十
人
。

　

本
講
演
会
の
開
催
は
、
今
年
で

六
回
目
。
両
研
究
会
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
青
森
公
立
大
学
経
営

経
済
学
部
の
天
野
巡
一
教
授
が
所

属
し
て
い
る
自
主
研
究
会
で
長
年

に
わ
た
り
共
に
活
動
し
て
き
た
、

岩
手
県
紫
波
町
役
場
元
町
民
課
長

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
点
空
社
副
代
表
理

事
の
藤
尾
智
子
氏
、
公
益
財
団
法

人
足
立
区
生
涯
学
習
振
興
公
社
事

務
局
長
の
永
井
章
子
氏
、
東
京
都

武
蔵
野
市
財
務
部
管
財
課
課
長
補

佐
の
高
橋
陽
子
氏
の
自
治
体
等
女

性
幹
部
職
員
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
迎
え
、「
自
治
に
活
き
る

私
た
ち
」
と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

自
主
研
究
で
資
質
向
上
を

自
主
研
究
で
資
質
向
上
を

「
市
町
村
職
員
自
主
研
究
」
講
演
会

「
市
町
村
職
員
自
主
研
究
」
講
演
会

研究会アドバイザーの天野教授 パネリストの藤尾氏（左）、永井氏（中央）、高橋氏（右）
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町村名 任期満了日

田舎館村 11月17日

横 浜 町 12月11日

三 戸 町 12月15日

深 浦 町 12月20日

●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口・6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

　

天
野
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
戦
略
で
求

め
ら
れ
る
要
素
は
、
経
験
を
つ
む
、

冒
険
を
恐
れ
な
い
、
組
織
へ
の
所

属
意
識
を
高
め
る
、
得
意
分
野
の

確
立
と
研
鑽
、
自
分
を
向
上
さ
せ

る
指
導
者
の
活
用
等
が
あ
る
等
の

意
見
が
あ
っ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
女
性
管
理

職
は
も
っ
と
増
え
た
方
が
良
い
の

か
、
ま
た
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
（
優
遇
策
）
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」
等
の

質
問
が
あ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

は
「
管
理
職
は
試
験
制
度
な
の
で
、

個
々
の
能
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
女
性
だ
か

ら
優
遇
す
る
、
と
い
う
プ
ラ
ス
α

の
評
価
は
で
き
な
い
。
男
女
半
々

の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
は
、
女
性
管

理
職
の
職
員
数
が
増
え
て
も
良

い
と
思
う
。」
等
の
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

平成28年
町村長の任期満了日

平成27年12月28日現在
（青森県選挙管理委員会ＨＰより抜粋）

※六戸町、田子町除く
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随 想
第28話

戸
と

田
だ

　　衛
まもる

六ヶ所村長

プロフィール

村副村長、村総務課長。
現在１期目、68歳。

　

六
ヶ
所
村
は
、
下
北
半
島
の
付

け
根
に
位
置
し
太
平
洋
を
望
む

丘
陵
地
帯
で
、
明
治
二
十
二
年

に
町
村
制
施
行
か
ら
百
二
十
六

年
を
経
過
し
て
お
り
、
面
積

二
百
五
十
二
・
六
八
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
広
大
で
、
村
の
南
地

区
の
農
地
は
北
海
道
を
想
わ
せ
る

広
が
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
湖

沼
群
に
は
冬
の
使
者
で
あ
る
白
鳥

が
飛
来
し
、
雪
解
け
の
尾
駮
沼
に

は
青
森
県
の
希
少
な
海
の
魚
尾
駮

ニ
シ
ン
が
産
卵
の
た
め
回
遊
し
、

泊
海
岸
で
は
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
イ

カ
な
ど
の
漁
業
資
源
が
豊
富
な
自

然
豊
か
な
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、

古
く
か
ら
農
業
、
漁
業
が
盛
ん
で
、

戦
後
の
入
植
か
ら
始
ま
っ
た
酪
農

は
県
内
有
数
の
地
域
に
成
長
し
、

人
口
一
万
千
人
と
ピ
ー
ク
時
の
約

七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
に
減
少

し
て
き
て
い
る
も
の
の
活
気
の
あ

る
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。

　

村
は
、
昭
和
四
十
四
年
新
全
国

総
合
開
発
計
画
に
よ
り
、
石
油
精

製
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
拠
点
形
成
を

目
指
し
た
む
つ
小
川
原
開
発
の
中

心
地
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
四
十
八
年
勃
発
の
中
東
戦
争

に
よ
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、

計
画
は
見
直
さ
れ
、
新
た
に
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
立
地
に
計

画
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様

な
中
で
昭
和
六
十
年
に
は
わ
が
国

初
の
国
家
石
油
備
蓄
基
地
が
完
成

し
現
在
五
十
一
基
の
タ
ン
ク
に
日

本
の
石
油
消
費
量
の
約
一
週
間
分

を
備
蓄
し
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

事
業
で
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
、
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
セ
ン

タ
ー
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
の
三
施
設
が

順
次
操
業
、
再
処
理
工
場
は
平
成

三
十
年
度
上
期
竣
工
の
予
定
で
あ

り
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
の
竣
工
も

平
成
三
十
一
年
度
上
期
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
米
欧
州

連
合
な
ど
が
参
加
す
る
核
融
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
目
指
す
国
際

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計

画
で
は
、
本
村
に
国
際
核
融
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
が
建
設

さ
れ
、
実
証
・
設
計
活
動
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
村
は
、
青
森
県

内
の
一
自
治
体
で
す
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
科
学
分
野
に
お
い
て
国
内

の
み
な
ら
ず
世
界
に
も
そ
の
名
を

知
ら
れ
る
よ
う
な
国
際
科
学
技
術

都
市
の
形
成
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
村
で
は
基
幹
産
業
で

あ
り
ま
す
農
業
、
漁
業
、
酪
農
業

な
ど
第
一
次
産
業
に
も
力
を
注
い

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
の
特

産
物
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
長
芋
は

生
産
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
原
料

と
し
た
長
芋
焼
酎
「
六
趣
」
は
好

評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

私
の
重
点
政
策
と
し
て
は
、
六

次
産
業
化
の
推
進
、
冬
の
農
業
対

策
と
し
て
ハ
ウ
ス
等
施
設
栽
培
の

導
入
、
新
規
就
農
者
の
確
保
、
漁

港
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
ほ
か
、
教
育
福
祉
関
係
で
は
、

学
校
給
食
費
の
無
料
化
、
小
中
学

校
入
学
祝
給
付
事
業
、
競
技
人
口

の
増
加
に
伴
い
レ
ス
リ
ン
グ
道
場

の
整
備
や
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
建

設
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
健

康
福
祉
関
係
で
は
、
健
診
受
診
率

青
森
県
一
を
目
標
に
掲
げ
る
と
と

も
に
、
現
有
の
保
育
所
は
順
次
、

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
よ
り
躍
進 

よ
り
幸
福
に
」
を

村
政
の
基
本
理
念
と
し
て
、
む
つ

小
川
原
開
発
の
優
位
性
を
活
か
し

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施

設
と
と
も
に
科
学
と
自
然
が
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
村

民
一
人
ひ
と
り
が
経
済
的
に
も
精

神
的
に
も
満
た
さ
れ
た
生
活
の
実

現
を
目
指
し
、「
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
住
ん
で
み
た
い
」
そ
ん
な
郷

土
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
よ
り
躍
進　

よ
り
幸
福
に
」を

村
政
の
基
本
理
念
に

野鳥観察公園

長芋焼酎 六趣レギュラー、六趣スペシャル


